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第７回 

 

 

 

島原市農業委員会総会議事録 

 
 

 

 

 

注：発言の内容については、その要旨を記載しております。 

（発言そのものの記載ではありません。） 

 

この公開用議事録は個人情報に関連すると思われる部分等については削除しています。 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１２月２７日（水）午後４時００分より 

於：島原市有明総合文化会館 ２階 多目的ホール１ 
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第７回 島原市農業委員会総会 

 

１．開会日時   平成２９年１２月２７日（水）  １６時００分 

 

２．閉会時間   平成２９年１２月２７日（水）  １６時４２分 

 

３．開催場所   島原市有明総合文化会館 ２階 多目的ホール１ 

 

４．出席委員者の数  １９名   

 

５．欠席委員者の数   ０名 

 

６．出席推進委員の数  ５名 

 

７．報告事項 

報告第１号  合意解約通知書について 

報告第２号  使用貸借解約通知書について 

   報告第 3号  農地台帳登載申請について 

 

８．議案 

第１号議案 農地法第３条第１項（所有権移転）の規定による許可申請について 

第２号議案 農地法第５条第１項の規定による許可処分の取消願について 

第３号議案 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

第４号議案 非農地証明願について 

第５号議案 農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画（案）について 

第６号議案 中間管理機構を介した農用地利用配分計画（案）について 

     

 

 

 

   

 

 

 午後４時００分開始 
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議長 

皆さんこんにちは、只今より、第７回島原市農業委員会の総会を開催します。 

農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定により、定足数に達しておりますので総会は成立

しております。 

議事録署名委員の指名につきましては、島原市農業委員会会議規則  第１５条第２項の規定によ

り、議長が指名することになっており、 

・・番 ・・・・・ 委員、 ・・番 ・・・・・ 委員を指名します。 

初めに、報告事項です。事務局の説明を求めます。 

 

事務局 

報告第１号、合意解約通知書について報告します。 

議案集１ページから２ページに記載のとおりで、６件 １１筆 １２，５３８．１６平方メートル

の届けがありました。 

次に、報告第２号、使用貸借解約通知書について報告します。 

議案集は３ページから６ページに記載のとおりで、１３件１３筆 １３，５５１．８７平方メート

ルの届けがありました。 

次に、報告第３号、農地台帳登載申請については、議案集７ページに記載のとおりで、１件 ２筆 

１，７７５．００㎡ の届けがありました。 

なお、現地確認は、１２月６日に・・・・・ ・・、・・・・・ 委員に確認していただきました。

以上で報告を終わります。 

 

議長 

  ただいまの報告に対して、ご意見、ご質問等はありませんか。 

 

（「なし」という発声） 

 

議長 

ご意見、ご質問等がないようですので、議案に入ります。 

第１号議案 農地法第３条（所有権移転）の規定による許可申請１番から３番を上程します。 

本件については、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により、除斥の必要がありますので、 

・・番 ・・・・・ 委員の退場を求めます。 

 

（・・・・・ 委員 退場） 

 

議長 

事務局の説明を求めます。 
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事務局 

第１号議案 農地法第３条（所有権移転）の規定による許可申請の１番から３番について説明しま

す。 

１番の譲渡人は、・・・の・・・・・さん、譲受人は、・・・の・・・・・さんです。 

畑２筆２，７０５平方メートルを売買するための申請です。 

取得後の耕作面積は１７，９９４平方メートルで、農機具は、トラクター３台、トラック３台を所

有しており、すべての許可要件を満たしております。 

２番の譲渡人は、・・・の・・・・・さん、譲受人は、・・・の・・・・・さんです。 

畑１筆１，２４２平方メートルを売買するための申請です。 

取得後の耕作面積は３９，０６０．８０平方メートルで、農機具は、トラクター１台、軽トラック 

３台、草刈り機１台を所有しており、すべての許可要件を満たしております。 

３番の譲渡人は、・・の・・・・・さん、譲受人は、・・・・・・の・・・・・・株式会社 ・ 

・・・・ ・・・・・ さんです。 

畑１筆８６８平方メートルを売買するための申請です。 

取得後の耕作面積は７，８１７平方メートルで、農機具は、トラクター１台を所有しており、すべ

ての許可要件を満たしております。 

なお、譲受人は、市外のため、事務局より現地調査の結果と補足説明を行います。 

３番の譲受人は、農地所有適格法人で３年の農作業暦があります。 

養鶏を営んでおり、タマネギを作付し、通作距離は車で１時間１５分ということで、問題なしと判

断しております。 

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

只今の説明に関連して、現地調査員より現地調査の結果並びに補足説明をお願いします。  

１番について、・・・・・ 委員。 

 

現地調査員 

第１号議案 農地法第３条の規定による許可申請の１番について報告します。 

１番の譲受人は、農家で１５年の農作業暦があります。 

妻と父母の４人で農業を営んでおり、ほうれん草を作付し、通作距離は車で５分ということで、問

題なしと見て参りました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

次に、２番について、・・・・・ 委員。 
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現地調査員 

第１号議案 農地法第３条の規定による許可申請の２番について報告します。 

２番の譲受人は、兼業農家で２２年の農作業暦があります。 

妻、子と子の妻の６人で農業を営んでおり、飼料を作付し、通作距離は自宅より１．４キロメート

ルということで、問題なしと見て参りました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

只今、説明がありましたが、第１号議案の１番から３番について、ご意見等はありませんか。 

 

・番（・・・・・ 委員） 

  ３番についてですが、県外ですが、こちらに住んでおられるのですか。１時間以上もかけて何をさ

れているのですか、この法人は。 

先ほど・・・と言われたが譲渡人が・・・ではなかったですか。 

 

事務局 

  今の・・委員の質問ですが、先ほどの・・・・・・株式会社というのは、・・の・・・にいらっし

ゃいます、通作については１時間１０分かかりますが、作付としてはタマネギを作りたいと、基本

は・・が主たる業務みたいで、譲渡人の・・さんも・・・・でした、そこの・・も合わせて取得され

るのだろうと、農地にはタマネギを作付し、・・部分については農地ではありませんので、ここには

上がってきておりませんが、そのような話ですので、・・もされるため、従業員等がおりますので、

作付は可能だと思います。 

  ただ、代表者の方はそこには住みませんが、通作的には可能と判断しております。 

 

・番（・・・・・ 委員） 

  県外でもいいのですか、住所は必要ではないのですか、・・が主だとは思いますが。 

以前、他の案件で、そこも・・・・だったのですが、本人が耕作するということで、現実はほかの

方が耕作されており、３，４町あるのですが、本人が耕作するということで、現地調査も行いました

が、現実はほかの方が管理委託されているようでした。その時と同じ状況ではないのですか。 

 

事務局 

  ・・委員がいわれる案件は、何年か前に申請があった分で、その時は個人での取得でした。 

  個人で取得するのにだれもいないのは、おかしいのではないかということで、本人に来ていただい

て説明していただいたとお聞きしておりますが、今回は会社が取得するということで、どなたか従業

員が耕作することが可能となっております。農地所有適格法人の場合は、代表者が必ず耕作をしなく
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ても、従業員が耕作しても可能なため取得はできると判断しております。 

 

議長 

他に、ご意見はありませんか。 

ご意見等がありませんので、第２号議案の１番から３番は許可することに異議ありませんか。 

 

（「異議なし」という発声） 

 

議長 

異議なしと認めます。よって、第２議案 農地法第３条（所有権移転）の規定による許可申請の１

番から３番は許可することに決定します。 

・・番 ・・・・・ 委員の入場を求めます。 

 

（・・・・・ 委員 入場） 

 

議長 

・・委員に関する案件も含め、許可することに決定しましたので報告します。 

次に、第２号議案 農地法第５条の規定による許可処分の取消願いの１番ですが、関連があります

ので、第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の１番を同時に上程します。事務局の説明を

求めます。 

 

事務局 

第２号議案 農地法第５条の規定による許可処分の取消願いの１番及び第３号議案 農地法第５

条の規定による許可申請の１番について説明します。 

１番の譲渡人は・・・・・・の・・・・・さん、譲受人は・・・・・の・・・・・・ ・・・・・ 

 ・・・ ・・・・さんで、申請地３１４平方メートルを譲り受け、隣接地・・・・番、・・・・番、 

・・・・番と一体に・・及び・・・・・・として利用したいと申請され、平成・・年・・月・・日付

け長崎県指令・・農地活第・・・・号で許可されておりましたが、・・・・個人名義で取得するとこ

ろを・・ということもあり間違って・・・・・・ ・・・・・で申請したもので、前回の許可部分を

取消し、新たに譲受人・・・・で取得したいとの申請です。 

なお、平成・・年・・月の申請時点と譲受人のみの錯誤による、取消し及び転用申請のため、先々

月の申請でもあり、今回の現地調査は行っておりません。 

なお、先々月の現地調査報告としましては、「申請地は・・・・・の一角にあり、北側及び南側は

農地、東側は譲渡人の雑種地、西側は里道を挟んで宅地となっております。雨水は自然流下するとい

うことで、問題なしと見て参りました。」との報告がなされております。 

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 
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議長 

只今、説明がありましたが、第２号議案 農地法第５条の規定による許可処分の取消願の１番及び

第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の１番について、ご意見等はありませんか。 

 

（「なし」という発声） 

 

議長 

ご意見等がありませんので、第２号議案の１番は許可処分の取消願を認めてよろしいでしょうか。 

 

  （「異議なし」という発声） 

 

議長 

並びに、第３号議案の１番は許可相当と認めることでよろしいでしょうか。 

 

  （「異議なし」という発声） 

 

議長 

異議なしと認めます。よって、第２号議案 農地法第５条の規定による許可処分の取消願の１番は

認めることに決定し、県知事に進達します。 

並びに第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の１番は許可相当と認め、県知事に意見書

を送付することに決定します。  

次に、第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の２番を上程します。事務局の説明を求め

ます。 

 

事務局 

第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請２番について説明します。 

２番の使用貸人は、・・・・・の・・・・・さん、使用借人は・・・・・の・・・・・さんと・・ 

 ・・さんで、申請地３３６平方メートルを借り受け、・・・・番地・宅地の一部８９平方メートル

と一体に木造平屋建て住宅を建築したいとの申請です。 

申請地は、都市計画区域内の第一種低層住居専用地域であることから、第３種農地と判断しており

ます。 

被害防除計画は別途添付しておりますので説明を省略いたします。 

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 
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只今の説明に関連して、現地調査員より現地調査の結果並びに補足説明をお願いします。  

・・・・・ 委員 

 

現地調査員 

第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の２番について報告します。 

２番の申請地は・・・・・の一角にあり、北側は宅地、東側は里道を挟んで農地、南側は農地、西

側は申請者の宅地となっております。 

雨水は溜桝を経由して道路側溝へ、汚水及び生活雑排水は合併浄化槽を経由して道路側溝へ放流と

なっており、問題なしと見て参りました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長） 

只今、説明がありましたが、第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請２番について、ご意

見等がありませんか。 

 

（「なし」という発声） 

 

議長 

ご意見等がありませんので、第３号議案の２番は許可相当と認めることでよろしいでしょうか。 

 

  （「異議なし」という発声） 

 

議長 

異議なしと認めます。よって、第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の２番は許可相当

と認め、県知事に意見書を送付することに決定します。 

次に、第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の３番ですが、関連がありますので、第３

号議案 農地法第５条の規定による許可申請の４番を同時に上程します。事務局の説明を求めます。 

 

事務局 

第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請３番及び４番について説明します。 

３番の使用貸人は・・の・・・・さん、使用借人は・・の・・・・さん、４番の譲渡人は・・の・ 

・・・・さん、譲受人は・・の・・・・さんで、許可申請３番、２０１平方メートルの使用貸借及び

許可申請４番２７１平方メートルを譲り受け、木造平屋建て住宅を建築したいとの申請です。 

申請地は、農業振興地域内の農用地区域外で、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の

区域内にある農地（農地法施行令第１２条１号）で、第１種農地と判断され、本来であれば農地転用

は不許可になりますが、農地転用の不許可の例外（農地法施行令第１１条第１項第２号イ・農地法施
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行規則第３３条４号「住宅その他申請に係る土地の周辺の地域において居住する者の日常生活上又は

業務上必要な施設で集落に接続されるもの」）に該当するため、許可が可能と判断しております。 

被害防除計画は別途添付しておりますので説明を省略いたします。 

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

只今の説明に関連して、現地調査員より現地調査の結果並びに補足説明をお願いします。  

・・・・・ 委員 

 

現地調査員 

第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の３番及び４番について報告します。 

３番及び４番の申請地は・・の一角にあり、北側は宅地、東側は道路、南側は農地、西側は農地と

なっております。 

雨水は溜桝を経由して道路側溝へ、汚水及び生活雑排水は合併浄化槽を経由して道路側溝へ放流と

なっており、問題なしと見て参りました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

只今、説明がありましたが、第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請３番及び４番につい

て、ご意見等がありませんか。 

 

（「なし」という発声） 

 

議長 

ご意見等がありませんので、第３号議案の３番及び４番は許可相当と認めることでよろしいでしょ

うか。 

 

  （「異議なし」という発声） 

 

議長 

異議なしと認めます。よって、第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の３番及び４番は

許可相当と認め、県知事に意見書を送付することに決定します。 

次に、第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の５番を上程します。事務局の説明を求め

ます。 

 

事務局 
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第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請５番について説明します。 

５番の譲渡人は・・・・・・・の・・・・・さん、譲受人は・・・の・・・・・さんで、申請地 

４０９平方メートルを譲り受け、木造２階建て住宅を建築したいとの申請です。 

申請地は、農振地域内の農用地外で農地の集団性が１０㌶未満であることから、第２種農地と判断

しております。 

被害防除計画は別途添付しておりますので説明を省略いたします。 

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

只今の説明に関連して、現地調査員より現地調査の結果並びに補足説明をお願いします。  

・・・・・ 委員 

 

現地調査員 

第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の５番について報告します。 

５番の申請地は・・の一角にあり、北側は譲渡人の宅地、東側は道路、南側は宅地、西側は譲渡人

の農地となっております。 

雨水は溜桝を経由して道路側溝へ、汚水及び生活雑排水は合併浄化槽を経由して道路側溝へ放流と

なっており、問題なしと見て参りました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

只今、説明がありましたが、第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請５番について、ご意

見等がありませんか。 

 

（「なし」という発声） 

 

議長 

ご意見等がありませんので、第３号議案の５番は許可相当と認めることでよろしいでしょうか。 

 

  （「異議なし」という発声） 

 

議長 

異議なしと認めます。よって、第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請の５番は許可相当

と認め、県知事に意見書を送付することに決定します。 

次に、第４号議案 非農地証明願いの１番を上程します。 

事務局の説明を求めます。 
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事務局 

第４号議案 非農地証明願いの１番について説明します。 

１番の申出人は・・・・・の・・・・・さんで、申請地は昭和・・年月日不詳頃より、・・・・番 

・宅地と一体に住宅用地として利用されております。  

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

只今の説明に関連して、現地調査員より現地調査の結果並びに補足説明をお願いします。  

・・・・・ 委員 

 

現地調査員 

第４号議案 非農地証明願いの１番について報告します。 

１番の申請地は・・・の一角にあり、北側及び東側は宅地、南側は道路西側は申請人の農地となっ

ております。 

現地を見ますと、アパートの敷地の一部として使用されており、非農地証明を交付することに問題

なしと見て参りました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

只今、説明がありましたが、第４号議案の１番について、ご意見等はありませんか。 

 

（「なし」という発声） 

 

議長 

ご意見等がありませんので、第４号議案の１番は非農地証明書を交付してよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」という発声） 

 

議長 

異議なしと認めます。よって、第４号議案の１番は非農地証明書を交付することに決定します。 

次に、第４議案 非農地証明願いの２番について上程します。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局 

第４号議案 非農地証明願いの２番について説明します。 
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２番の申出人は・・の・・・・・さんで、申請地は昭和・・年月日不詳頃より隣接する山林が迫り、

雑木及び竹林が繁茂し、山林化しております。  

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

只今の説明に関連して、現地調査員より現地調査の結果並びに補足説明をお願いします。  

・・・・・ 委員 

 

現地調査員 

第４号議案 非農地証明願いの２番について報告します。 

２番の申請地は・・・の一角にあり、西側は農地、北側及び東側、南側、は山林となっております。 

現地を見ますと、周辺の山林と同じく雑木や竹が茂っており、非農地証明を交付することに問題な

しと見て参りました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

只今、説明がありましたが、第４号議案の２番について、ご意見等はありませんか。 

 

（「なし」という発声） 

 

議長 

ご意見等がありませんので、第４号議案の２番は非農地証明書を交付してよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」という発声） 

 

議長 

異議なしと認めます。よって、第４号議案の２番は非農地証明書を交付することに決定します。 

次に、第４議案 非農地証明願いの３番について上程します。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局 

第４号議案 非農地証明願いの３番について説明します。 

３番の申出人は・・の・・・・・さんで、申請地は昭和・・年月日不詳頃より隣接する山林が迫り、

雑木及び竹林が繁茂し、山林化しております。  

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 
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議長 

只今の説明に関連して、現地調査員より現地調査の結果並びに補足説明をお願いします。   

・・・・・ 委員 

 

現地調査員 

第４号議案 非農地証明願いの３番について報告します。 

３番の申請地は・・の一角にあり、北側は農地、西側及び東側は道路、南側は山林となっておりま

す。 

現地を見ますと、雑木や竹が茂っており、非農地証明を交付することに問題なしと見て参りました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

只今、説明がありましたが、第４号議案の３番について、ご意見等はありませんか。 

 

（「なし」という発声） 

 

議長 

ご意見等がありませんので、第４号議案の３番は非農地証明書を交付してよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」という発声） 

 

議長 

異議なしと認めます。よって、第４号議案の３番は非農地証明書を交付することに決定します。 

次に、第５号議案、農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画（案）について上程します。 

本件については、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により、除斥の必要がありますので、 

・番 ・・・・・ 委員の退場を求めます。 

 

（・・・・・ 委員 退場） 

 

議長 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局 

第５号議案、農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画（案）について説明します。 

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、農用地利用集積計画（案）の承認を得よ
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うとするものであります。 

  利用権設定については、議案集１２ページから２１ページに記載のとおりで 

  耕作権の新規設定  １７件 ２９筆 ２９，８８７．００㎡ 

  耕作権の再設定   ３０件 ７５筆 ６６，６９７．３７㎡ 

合  計     ４７件１０４筆 ９６，５８４．３７㎡ 

です。 

次に、農業経営基盤強化促進法による所有権移転については、議案集２２ページに記載のとおりで、

６件 ８筆 ６，９１１．００㎡です。 

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

ただいまの説明に対して、ご意見、ご質問等はありませんか。 

 

（「なし」という発声） 

 

議長 

ご意見等がありませんので、第５号議案 農用地利用集積計画（案）を承認することに決定してよ

ろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」という発声） 

 

議長 

異議なしと認めます。よって、第５号議案、農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画（案）

は承認することに決定します。 

・番 ・・・・・ 委員の入場を求めます。 

 

（・・・・・ 委員 入場） 

 

議長 

・・委員に関する案件も含め、承認することに決定しましたので報告します。 

次に、第６号議案、中間管理機構を介した農用地利用配分計画（案）について上程します。 

本件については、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により、除斥の必要がありますので、 

・番 ・・・・・ 委員の退場を求めます。 

 

（・・・・・ 委員 退場） 
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議長 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局 

第６号議案、中間管理機構を介した農用地利用配分計画（案）について説明いたします。 

この議案は、本日の総会で先程承認をいただきました長崎県農業振興公社に貸借する分の２１筆２

２，７８６．００平方メートル分及び再配分の６筆８，１７９平方メートルで合計の２７筆３０，９

６５平方メートル分について、島原市より「農用地利用配分計画（案）」の意見聴取の依頼がありま

した。 

議案集の２３ページと、別添①添付書類をご覧ください。 

今回は、受け手１４名の方の詳細について、事前に添付書類として議案といっしょに送付しており

ます。 

添付書類に記載のとおり、受け手の耕作面積・農機具の詳細・農業従事者・作物の種類・通作距離

を確認した結果、全員許可要件を満たしておりました。    

以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長 

ただいまの説明に対して、ご意見、ご質問等はありませんか。 

 

（「なし」という発声） 

 

議長 

ご意見等がありませんので、中間管理機構を介した農用地利用配分計画（案）について、問題なし

ということで市に回答してよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」という発声） 

 

議長 

ご異議がないようですので、第６号議案は問題なしということで市に回答することに決定します。 

・番 ・・・・・ 委員の入場を求めます。 

 

（・・・・・ 委員 入場） 

 

議長 

  ・・委員に関する案件も含め、同意することに決定しましたので報告します。 

以上で第７回島原市農業委員会に付議されました案件はすべて議了しました。 
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これで、第７回島原市農業委員会総会を閉会します。 

            

          午後４時４２分 

 


